








研究目的 

 近年母乳に関する研究が活発に行われており母乳が児にとって最適な栄養源であるとい

う認識はますます強調され母乳栄養を志向する気運は高まっている。一方,母乳哺育促進の

ために従来よりさまざまな方策が講じられてきたが,その多くは科学的根拠に立脚しない

体験的なものといわざるを得ない。そこで母乳哺育を推進するにあたり,まず乳汁分泌の良

否を左右する諸種の要因を知悉することが必要となるが,現在の所,厳密な検討がなされて

いない。 

 それ故,今回乳汁分泌に関係するさまざまな産科的諸因子の分析を試みる。次に母乳は単

に量の多寡のみならず質的な側面からの検索も重要である。そこで産褥期における母乳中

の各種栄養素の変動を観察し,それと産科的諸因子との関連を併せて調査することにした。 

 本研究の成果は母乳指導に大変役立つのみならず,母乳分泌のメカニズムの解明にも多

大な示唆を提供するものと考える。さらに母乳中の各成分の分析により産褥期の母乳成分

が変動する意義を考察し,未熟児や異常児の栄養法についても貴重な情報がもたらされる

ものである。 


